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1　は　じ　め　に

水稲の作付制限の強化に伴い我が国の田作大豆の作付は

増加傾向にあり，昭和60年度における都府県での大豆作付

面積の％以上を占めるに至った。本年発足した水田農業確

立対策においても水田の多面的高度利用が図られているこ

とから，この割合は今後一層増加するものと見込まれる。

このため，大豆の品種育成においては転換畑で良くその能

力を発揮し得る特性を付与することが求められている。幸

い昭和57年から4か年にわたり行われた第2期転換畑作研

究において，普通畑に比べて転換畑での増収率が大きい大

豆の品種・系統が持つ特性の一端を明らかにすることがで

きたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　東北農試刈和野試験地（普通畑）及び同

栽培第一郡（大曲市．転換畑）の2圃場において同一の供

試品種・系統を同一の栽培方法で育てて比較した。

（2）供試品種・系統　下記の4熟期グルーア計32品種・

系統を用いた。早生9品種・系統：ワセスズナリ，ワセ

シロゲ，KaoshⅦ唱恥3，十勝長糞，フクシロメ，承豆1号

（長彙）．東北79号，同82号，，鉄豊19号。中生の早8品種・

系統：T202，ライデン，フクナガへウゴダイズ，集体

2号，ハツカリ，スズカリ，タチコガネ。中生の中～中生

の晩9品種・系統：シロセンナリ，ナンプシロメ，エソ

レイ，タチユタカ．農林4号，オクシロメ，スズユタカ，

水原83号，大同太。晩生6品種・系統：水原84号，ネマ

シラズ，東北81号．同76号，ナカセンナリ，ミヤギオオジロ。

（3）栽培方法　栽植密度は早生～中生の早の品種群では

22．2本／ポ（畦巾75cmx株間12cm，2本立て）とし，中生

の中以降の品種群では16．7本／ポ（75cm×16の，2本立て）

とした。施肥は刈和野試験地の慣行法により，虫害防除は

虫の発生状況に応じ適宜行った。区制は1区3．47正，2反

復とした。

（4）サンプリング方法及び調査項目　草本調査では成熟

期に各区の中庸な20個休を選び，主茎長，主茎節数，主茎

英数，分枝数，分枝節数及び分枝爽数を調査した。全重，

子実重及び茎垂は全刈サンプル（各区3．4〝g）を対象とし

その風乾重を測定した。百校垂は子実サンプルの一部を抽

出し求めた。なお倒伏程度は収穫期における立毛状況を観

察し分級した。

3　試験結果及び考察

（1）転換畑での収量性と増収率（普通畑対比）から見た

供試品種・系統の分類

昭和58年～60年の3か年平均の各品種・系統の転換畑に

おける収量性と転換畑での増収率（普通畑対比）の二つの

見地から供式品種・系統を4群に類別し表1に示した。

A群は圃場条件による収量性の変動が比較的少なく．安定

多収のグループであり，1－2の例外はあるが近年育成さ

れた品種・系統で，かつ比較的晩生のものが多い。これに

対し安定少収のグループはB群であり，この中には比較的

古い育成品種や導入品種が多いが，比較的晩生種が多いこ

とはA群と共通している。一方転換畑での増収率が大きい

B，C群では新旧品種が混在するものの．いずれも比較的

早生のものが多い。

蓑1転換畑での収量性と増収率（普通畑対比）からみた品種・系統の分類
（昭和畑～60年平均）

類別 品　　　 種　　　　　　 系　　　 統 類 別 基 準

A
スズカ リ．タチ コガネ，エ ンレイ ，東北76号 ，タチユ タカ 撒 錯 侶
東北8 1号 ，スズユ タカ ，大同太

B
ワセ シロゲ，東北79号 ， ライデン，T Z吼　 ナ ンプシロメ 単収 300吻以 上
ミヤギオオ ジロ 増収率 1．4 以 上

C
星霜 毒 r 壬を賢第 ㌢ 髄 も≒ 丁讐雪凱 承豆 1号 （良妻 ） 単

増
収 299毎以 下
収率 1．4 以上

D
フクシロメ，鉄豊 19号 ， ウゴダイズ，農林 4 号 ， シロセ ンナ リ

オ クシロメ，水原 83号，水原 84号 ，ネマシ ラズ ，ナカセ ンナ リ

単
増
収 299吻以 下
収率 1．3 以下

（2）転換畑における増収率と熟期との関係　　　　　1を得た。この図に見るととく10月下旬以前に成熟するも

前項における考察から増収率と熱期との関係を予測し図　のでは早生のものはど増収率が大きい。これは過繁茂や倒
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図1転換畑における増収率と熟期との関係

伏による障害が少ない早生品種においては，土壌条件（肥

沃度，水分）に恵まれた転換畑での生育促進が収量増に結

びつきやすいためであろうと推定される。ここで見た早生

の有利性が収量関連形質のどの形質を介して表われるかに

ついては次項で述べる。

（3）収量関連形質の対普通畑比率

（1頬で類別したA～D群並びに熱期群別に収量関連形質

の普通畑比率の平均値を求め表2に示した。まず普通畑に

較べ転換畑における生育の変化の様相を概観するため，各

形質の対普通畑対比平均値について見ると以下のとおりで

ある。すなわち，子美東は全品阻系統平均で38％増であ

った。この数値は統計資料に見る田作大豆と畑作大豆の単

収比率（昭和60年都府県平均で13％，東北地域平均で21

％）よりはるかに高いが，その主因は普通畑圃場の地力の

消耗が大きく低収であったためと思われる。次に収量増大

の要因についてみると百拉垂の増大は…であるのに対し，

爽数の増大は主茎で17％・分枝で49％であること，並びに

一爽内校数は生育環境により変勤しにくい形質であること

を考慮すると王として英数増による拉致増によったものと

推察される。また王茎節数は変動せず分枝節数の増加が大

きいことから転換畑における収量増は主として分枝におけ

る生育と若美の増大が主因であることがわかる。以上が平

均値から読みとれる」般論であるが，特に増収率の大きか

ったB，C群と小さかったC，D群とを比較するとB．C

群の王茎節当たり素数，ひいては主星乗数の増加が大きい

ことがわかる。同様のことが熱期群別に見た早生ないしは

中生の早の群において認められる。以上のことから各品種

とも転換畑においては主として分枝の生育と善美が増加す

るが，特に増収率の大きいものでは分枝のみならず主茎に

おいても着英数が増加するものであり，このような反応を

するものは比較的早生の品種に多いことがわかる。したが

って転換畑向け品種の育成には．とりあえず早生化を図る

ことが近道であると思われるが，熱期が比較的遅い品種で

も早生と同様な反応を示す育種素材を見出し，これを積極

的に利用することが必要であろう。

本研究を遂行するに当たり東北農試栽培第十部の業務科

には多大な協力を仰いだ。ここに記して感謝したい。

蓑2　類別及び熱期群別に見た諸形質の対普通畑比率（昭和58～60年平均）

類 別 ／ 熟 期 群 倒 伏 程 度 主 茎 長 分 枝 数 王 茎 節 数 分 枝 節 数 主 茎 撒 分 枝 乗 数 子 実 垂 茎　 重　 粒 茎 比　 百 拉 重

A 1 ．5 1，0 7 1．1 5 0 ．9 ＄ 1．3 5 1．1 0 1．4 8 1 ．23 1 ．4 8 0 ．9 1 1．0 8

B 1．4 1．14 1．2 9 1．04 1．4 6 1．2 8 1．54 1 ．58 1 ．6 4 0 ．9 8 1．1 1

C 1．0 1．0 8 1 ．13 0 ．9 8 1．4 1 1．2 6 1 ．56 1 ．5 3 1．3 9 1．1 4 1．0 8

　 D

早　 生

2 ．0 1．1 0 1 ．1 3 1．0 0 1．2 7 1 ．0 2 1 ．3 8 1 ．19 1．4 5 0 ．8 8 1．0 6

1 ．1 1．1 0 1 ．0 2 1．0 2 1．2 7 1．2 9 1．3 7 1．5 1 1．4 5 1．0 9 1 ．1 1

中　　　 早 1 ．4 1．1 2 1．2 2 1，0 1 1 ．5 5 1 ．2 1 1．5 9 1．4 4 1 ．5 2 1 ．0 5 1 ．0 9

中 中 ～ 中 晩 1．4 1．05 1．1 8 0．9 6 1．3 6 1．0 5 1．5 2 1．2 5 1．48 0 ．89 1 ．0 7

晩

平　 均

2．3 1 ．12 1．2 9 0 ．9 9 1 ．2 6 1．0 1 1．43 1 ．1 7 1 ．50 0 ．8 1 1 ．03

1 ．5 1 ．10 1．1 8 1．0 0 1 ．3 7 1．17 1 ．4 9 1 ．3 8 1 ．4 9 0 ．9 8 1 ．0 8

温 1 ） 倒 伏 程 度 に 関 して は転 換 畑 に お け る 評 価 の 実 数 を 示 す 。 た だ し ， 0 ：粗 1 ‥微 ， 2 ニ少 ， 3 ＝中 ， 4 ：多 ．　5 ：甚 。

2）類別A～Dは表1に示した分類による。
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